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1. まえがき
大学におけるレジーバーによる授業，いわゆる L.L. 装箇については設けるの
があたりまえになっておりますが，まだ語学以外のレコー ド，テープを主体とした
聴取装置はあまり見られません。これから次第に多くなるものと思われます。
現在視聴覚室には3千余枚の LPレコードがあり ，数の上でモノーラルの方が
多いのですが，市阪される LP(30cm) のほとんどがステレオ盤であり，中には
モノーラル盤は発売されないのもあります。
今迄視聴覚室にあるヘッドホン聴取装置でステレオ・プレーヤーは 1台だった
のですが，今回の改造でステレオ・レコード演奏可能なプレーヤーを4台，モノー
ラル専用 2台としました。
レコード，あるいはテープを再生する場合，どれほどの規模の装置を作れば忠
実な再生が出来るか？ 再生に対してどの部分がもっとも音質を支配するか？
再生に対しての要素として，①プログラム ・ソース，②レコ ドー・ プレー ヤー ，．
③プリ・メイン・アンプ，④スピーカ ー （ヘッドホン）が上げられますし，スピー
カーの場合はリスニング・ルームも考えなければならない。
これらのうち①は利用面での場合ですので除くとして，③のプリ ・アンプ，メ
イン・アンプについては①のプレーヤー④のスピーカーを取り変えた時に生ずるほ
どの音質の変化はアソプを変えても生じない。①のプレーヤーの場合カ トーリ ッジ
を変えただけで音質が全く変わることもある（この場合音歿でなく音色というべき
かも知れない）。④ のスビーカーについても同じことがいえる（ヘッドホンの場合
も）。
いずれにしても ‘機械さえょければよい音が出る”というのではなく，音を再
生する場合に“入口から出口まで"1箇所でもわるい所があれば，そのわるさに制
せられてしまう ，といえます。
前回には聴取装置の設計段階について書きましたが，その後改造した点を中心
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に現在（昭和39年 9月）の視聴覚室のヘッドホン聴取装置について，設計，製作し
たものについて簡単に前回と同じ順にのべます。
2. レコード・プレーヤー
音の入口であるカ トーリ ッジ（またはヒ° ックアップ）， この種類製品によって
どうして音が迎ってくるのか？ 私も今迄何種類ものカ トーリ ッジを使用し，また
聴いてもいる。視聴党室にもモニタ 用ーを含めて 9種類程のカ トーリ ッジがあるが
一体どのカ ートリッジを甚準にしたらよいのか？ これは非常にむづかしいし，重
要なことと思う。極単ないい方をすれば，カートリッジを変えただけで同じレコ ー
ドを廻しても演奏者が違ったのかと思える程進って聴こえたりする。このようなこ
とを考えると選定するのに困るのは当然かも知れない。似重にならざるを得ない。
数多くのカ ートリッ ジを聴いてもっとも素直な音と思え，出力電圧も高く C1 
V, 後述）ト ンー・ アームをも含めて優れた製品である Staxのコンデンサー型に
しました。
ターン・テープル（ホノモーター）について究極はペルト ・ドライプになるも
のと思われますが（ベルト・ドライプがすべてというのではない）， 予算との関係
もあり，取付面が小さくてすみ，タ ーソ• テープルも 30cmの FR-245A にしま
した。この製品は長い間檄準的なものとして利用されているものです（今はモデル
・チェンジされ FR-250となっている）。
プレーヤーの内容は，ステレオ用として，
カ トーリ ッジ Stax CPS-40 
ア ー ム
発振検波器
モノーラル
カ トーリ ッジ
ア ー ム
発振検波器
ホノモーター
Stax SA-228 
Stax POD-8 
Stax CP-15V 
Stax LA-24F 
Stax POD-5S 
CEC FR-245A 
カ トーリ ッジはモノ ーラル，ステレオ共コンデソサー型です。特性については，
CPS-40 
周波数レスボンス 20C-20 KC/s 士2dB
出力電圧 lV (POD出力） 3.54 cm/s, 1 KC/s 
チャンネル ・セパレージョン 25dB/l KC/s, 20dB/10 KC/s 
最適針圧 lg 
コンプラ イア｀ ノス L. 12 X 10-6 cm/dyne 
R. 10 X 10-6 cm/dyne 
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洛 CP-15Vの特性については前回
の記事を見て下さい。
レコード ・プレーヤーは今
迄 5台でしたが，今回の改造で
6台とし，テープ ・プレ ーヤー
3台，各プレーヤーとも20ミリ
厚の合板を使用し，各々単独に
取りはずしが出来ます。写真の
ように上段3台がステレオ専
レコー ド，テー ブ・プレー ヤー 用，中段左側がステレオ，モノ
共用，他の 2台がモノ専用，下段がテープ ・プレーヤーになっております。
針圧については，アーム SA-228には回転部の上につまみがあり，最初セット
すれば，0-1.5g間を自由に変えられますし，そこに示される点で針圧を読み取る
ことも出来ます。今はメ ーカーの指定値 lgで動作させています。モノーラルにつ
いて詳しくは紀要 5号を見て下さい。
プログラム ・ソースとしてのテープも最近大分出廻っておりますし， 音 もよ
く，なかにはひどいのもあるようですが• ••… 過日 Hi-Fi クラプでのレコードかテ
ープかといった実験？でもそうでしたが，市阪されている同一曲目でもテープとレ／
コードでは全く音質の違うのがあり，同じレコ ー ドでもアメリカでプレスされたも
のと日本でプレスされたものが全く迎った音だったりする（これは LP発売当時か
らよくいわれている）。テープ ・レコーダーのメ ーカーのいうように“テープの音
は素直な音だといわれ，テープはプログラム ・ソースの理想です”確かにレコ ー ド
の音澗を重い針で引っかいていくレコード ・プレ ーヤーよりも理想的にテ ープ・プ
レーヤーの方が製れているかも知れません。いずれにしてもレコーデット・テープ
はこれから次第に普及するものと思います。
テープ・レコ ーダーについても録音，再生出来るものでしたら，特性的によく
なればなるほどバイアスとか，レベル調整といったむづかしい問題も生じますが，
ここで使用するのはプレーヤーとしてですので，調整箇所は再生ヘッドの角度のみ
ですし，一度調整すれば動かさない限り再調整の要はありません。テープ ・ヘッド
もレコ ー ドの針と同じようにすりへってきますが，もちろん交換も出来ますし，レ
コード針のように音i術を痛めるといったことはなく，テープは別に新みませんが高
音が出にくくなります。
今 3 台あるテ ー プ ・ プレ ー ヤ ー （％トラック，モノ）もそのうちに¼ トラック ＇
ステレオに変える予定ですし，いずれはレコ ーデッ ト・ テープ（ステレオ）も購入
するつもりです。現在業務用としては¼ トラックのステレオ ・テープ・レコーダー
が2台ありますのでスピーカーによるコンサートの場合でしたら充分な性能を発押
?
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出来ますが•••••• なお紀要第3号レコ ー ド演奏装置の中でプ レー ヤーの部分につい
て下記のように変えました。
カートリッジ グレー ス F-5D,F-7H 
オーディオテク ニカ AT-3, AT-5, 5X 
Stax CPS-40 
スペックス SD-500, エラック ・サテン M6-45 
アーム Stax SA-228 
グレ ース G-445 (2) 
ナジョナル WM-28 (モノ）
Stax MA-229+CP-15V (モノ）
ホノモークー TEAC TN-2H 
TEIC MF-102S 
3. プリ・メイン・アンプ
メイソ 。アソプについては設計上のミスでもない限り特性そのものに大差はな
いものと思えますが，プリ・アンプについては特に注意しなければならない。ムー
ビング ・コイルなどの出力の小さなカ ートリッジ， 0.5-5mVを lV前後の電圧ま
で増幅する（約 60dB前後）， イコライザー， トー ン・コントロール．これらの各
回路を含めて少ないひずみ， 良好な S/N比， 充分に広い周波数特性，といったも
のを満足させるのはあまりやさしいことではないが，カ トーリ ッジにコソデンサー
形を使用したことにより，増幅は全く必要なく（プリ・アンプでの）， RIAA補正
イコライザーを通し
ても直接メイン ・ア
ンプに接続出来る出
力電圧があるのです
がここで困る問題が
生じた。それはヘッ
ドホ‘ノ（後述）をイ
ヤ ・スピーカーにし
たことにより，ダイ
ナミック形の場合の
ようにメイン ・アン
プからの信号（編力）
で動作するのと違
い，信号の外に成極
"'"' 
第1図 イヤ・スピーカー用アソプ回路図 (1チャソネルのみ）
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用電圧を必要とすること，各々のヘッ
ドホンでの音批調幣が， コンデンサー
形の場合複雑になるここです（出来な
いことはないと恩う）。そこで各席毎
にイヤ • スピーカー専用のメイソ ・ア
ソプを設けることにしました。これは
Staxの SRA-4Sで，回路は第 1図で
す。このアンプのコソトロ ール部は，
左右チャンネルの音砧調整，スクラッ
チ・フィルター 3段 0訂音減衰回路で
特性は第 2図）， モノ， ステレオの切
換え，位相切換えなどです。
第4図 中IHIアンブ回路図 (1チャソネルのみ）
このアソプに各々のプレーヤー出
力を供給すればよいのですが，各プレ
ーヤーからの配線を考えると，工事を含めて新設する場合でしたらツールド線を埋
込みにすればよいと思いますが，そうでない場合数多くのジールド線を引き廻わす
のはあまり好ましくなく，プレーヤー （コソデンサー形）の出カイソビーダ‘ノスが
カソード・ホロワーによるものであっても，アンプとの間にイコライザー（第 3
図）， 切換えスイッ チ（後述）を挿入しなければならず， 配線の延長が 30m近く
になる場合，周波数特性面での損失も考えなければなりません。そこでプレーヤー
とアンプの間に中継器的なものを設けることにしました。回路は第 4 図ですが，½
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第 5図 中『:Jアソプ周波数特性
12AX7-5AU6による帰盗アンプで，出カインピーダンスは 333nになっています。
こうすれば二次側はジールド線を使わなくてもよく，電話用10対のケープル線を使
用しても低イソビーダンスのために害は少なくなります。前にのべたように利得は
必要ないわけですが，入力側にポリューム (B形 250n, B形に したのは，回転片
にしたがって利得が直線的に変化するのと，各々のボリュームの回転角での誤差が
少ないことによる）を設けた関係で総合利得約 18d3,14d8程の負帰函をかけてあ
ります。特性は第5図です（二次側約 30m のケ ーブル線と 500n負荷）現在（昭
和39年 9月）この中間アンプは 10チャソネルですので，これからテープ・プレー
ヤーをステレオ化した場合は別に考えなければなりません。
このアンプを設計する時に 10対のケープル線 (20本の色わけした線）を使用
してカソード・ホロワーの場合，使用可能か否かの実験を したのですが， やはり長
，，，と延長する場合は，周波数特性面のみでなく，ケープル線はツールドがないため
に淵洩が多くて使えませんでした。もちろんジールド線を使用した場合でも延長す
る場合は 10m位迄が周波数特性面での限度と思われます。
入口から出口まで， コソデソサー形にした場合，本来でしたらトラソスは全く
使わなくて済むわけですから，この中間アンプの トランスによる音（特性）の劣化
ということも NF アンプとはいえ考えられます（耳ではぱっきりわからないと思
う）が，ダイナミック形の場合は当然整合用 トランスを用いますから， C1 -2個）
トランス 1個使用してもダイナミック形の場合と同じ条件になります。いずれにし
ても増幅段数は出来る限り少なくすることがアンプの一つの条件ではないかと思い
ます。増幅段数が少なければそれだけひずみ，ノイズなどが少なくなりますから。
4. チャンネル切換えおよび音量調整
チャンネル切換えといったところで特別新しい装置ではなく，ア ソプなどにあ
る入カセレクタ ーと同じ役目のものですし，音批調整は全く同じ用途ですが，各々
のヘッドホンにての調整可能なことが必要です。
4. 1. チャンネル選択
普通アソプに使用されている ロー クリー ・スイッチ，電菩などにも見られる押
しボクン ・スイッチなどがありますが，東京文化会館は押しポクン ・スイッチ方式
です。視聴覚室ではヒ゜アノ式スイッチにしましたが，いずれにしても動作が水平か
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垂直の違いで，電気的には全く違いありません。ビ
アノ式スイッチの 9チャンネルのものが市阪品にな
く特注1こなりましたが，外観は写真のようなもので
す。回路の接続は第 6図で出力側の L.R.がアンプ
の入力に接続します。回路図のようにスイッチは 2
回路迎動で1チャソネル選択することにより他は自 第6図ビアノ式スイッチ
動的に開放になります。製作の都合上回路数は54回路ありますが，この使用法でし
たら18回路あればみますし，ダイナミック形の場合のように負荷用Rも必要ありま
せん。チャソネルを切換えた場合他のチャンネルに対しク リックが発生しないかと
心配したのですが，実際に使用して異状がないので安心しました。しかし，ハイ ・
インビーダ‘ノスのところに挿入した場合は発生するかも知れません。
4.2. 音昼調整
ヘッドホ‘ノ（視聴此室の場合はイヤ • スピーカー）がコンデンサー形ですので，
ヘッドホンの入力側で音批開整がむづかしく（コンデンサーの容砧を変えれば出来
ないことはないと思いますが）， その他特性上の問題もあって各席毎にメ イン・ア
ンプを設置しましたので（第 1図参照）音誠調整はそのアンプで行います。方式は
二重ツマミ（ボリ ューム）によるもので；通常は左右連動ですが手前のツマ ミを引
くと左右別々にコン トロー ル出来ます。 他に前記の中間アンプでレベル・ セッ トす
るようにしております。これで各人好みの音批で聴取出来ますのでよいと思ったの
ですが，実際に開始して考えさせられたことは，聴取する学生の中には相当大きな
音（咄通の人だったら頭ががんがんする位）で聴く人のいることです。このような
人は他のところで音楽を聴く時どの位の音紐で聴いているのか？ もっとも考えて
見れば実際にオーケスト ラ演奏のレベルでスピーカーを鳴らすのは普通の状態だっ
たら困難と思えるし，家庭用の電菩などで大きな音に した場合ひずみ音を聴くよう
なことになりかねない。聴く場所での S/N比も大きな要素になる。騒音の多いと
ころで聴くような時は刺戟の強い多少ひずみのある音が明瞭度がよいといわれる し
高度の Hi-Fiの場合ねぽけたような音に聞こ えたりするが， S/N比が非常によい
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場所で聴くと刺戟のある音は聴いていられない。ひずみがすくないものでなければ
ならない。ヘッ ドホンの場合 S/N比はきわめてよいものと 考えられるからひずみ
は少ないに限る（全くなければなおよい）。
各人好みの音融で聴取出来る，というのがヘッ ドホ‘ノで聴く場合の一つの利点
だったが，曲の最初が小さいレペルの場合，その初めのところでレベルを合わせ
て，途中で大きくなり過ぎてあわててレベルを下げる人もいる。このような場合を
考えると音屈調整の可変範囲をある程度制限した方がよいかも知れない。今の状態
だと 0からヘッドホンの破損する位の音紐まで変えられる。といって可変範囲をせ
ばめるとレコードの録音レベルの違いも相当大きい（レコ ード会社，曲種によりか
なりの違いがある）のであまり制限も出来ない。
5. レシーバー （ヘッドホソ）
高級な再生装置として，プレーヤー，アンプなどがいかに優れていたとして
も，音の出口であるスピ カーー ， ヘッドホンの性能のよさが加わらない限り，その
再生装置のよさは発揮出来なくなります。そのような考えをもとにして決めたのが
StaxのSR-1型コンデンサー・イ ヤ・ス ピーカー （商品名）です。
5 .1. 特性
SR-I型はコンデンサー型のうち
特にひずみの少ない P•P 型の高級品
で，音域の広さは可聴周波帯域のすべ
てをカバーし， 然も音源となる振動膜
は1枚で出来ていますので， 2ウェイ
3ウェイ のように音色を合わせたり，
音醤の調整等の手数は一切不要で，完
全にバランスした音を楽しむことが出 イヤ・スピーカー
来ます。またスピーカーから出る音を聞く感じを現出するため，外側からの音も自
由に入ってきます。このことは従来のヘッ ドホンと異な り， SR-1を耳にかけたま
ま会話も自由に出来ますし耳に圧迫惑を起こさせません。長時間の Hi-Fi鑑賞や，
モニタ ー用として職業的に使用されるときなど特にそのよさを感じられるでしょ う。
イヤ ・スピーカーと命名した理由はこのためです。他に迷惑をかけることなく自分
だけはホールー杯に鳴り啓くステレオ音を充分vi楽しめ，その上音楽の合間には他
の方々と のお話もそのままで出来る重宝なものです (SR-1, かたろぐより）。
再生音が素直なこと，圧迫惑が少なくてすむこと，総重墓が少ないことは，長
時間聴取する場合特に有利なことといえます。ここで今迄使用していたヘッドホソ
の重堡についてみますと，
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藤木電器 DR-501C型 560 g 
アジダ音評 ST-I型 485 g 
Stax SR-I型 320 g C保持金具部 85g, コード 75g) 
で，軽いものでしたら他にもありますが “音のよさ”とともに SR-I型イ ヤ・スピ
ーカーは非常に優れたものと思われますし，レコード会社でのレコードの音質のチ
ェック，マザーテープの試聴編集にも使用しているとのことです (Stax,林氏の話）。
5.2. 位相
モノーラルの場合考える必要がなかったことで（スピーカーの場合）， ステレ
オが出現して 2つのスピーカ ーで鳴らす時に，位相が合っていないと，音が左右に
散ってしまったり ，低音が出にくくなったりします。プ ログラム・ソースとしての
レコードについても，中には位相が逆と思えるものもあり（オッシロスコープ観測
による），ボピュラ ー音楽の場合，マルチ ・マイクによる録音とそれを効果的にする
ため部分的に逆位相にすることもあるそうですが，視聴覚室ではメイン ・アンプの
出力側で切換えが出来るようになっています。もちろんプ レー ヤーからアソプ迄，
製作時に位相は合わせてありますから普通切換える必要はありません。方式は片側
の位相が逆になるもので，このスイッチの切換えによりイヤ ・スピーカーの音の感
じが大分追ってきます。音について（音喪，音色など）言葉で表現するのは非常に
むずかしいことですし，聴く人によっても或る程度違ってくるものと思えます。
6. むすび
以上で今回改造した聴取装置について書いたのですが，これらの装置について
は， レコ ード・プレ ーヤー，テープ ・プレ ーヤーとも場所，プログラム・ソ ースな
どの具合でもっと多くすることも出来ますし，レ コ ドー・ プレ ーヤーは自動化する
ことも出来，テープ ・プレ ーヤーについても B.G. M. がさかんになり， 自動逆転
装置化も進み，カ ートリ ッジ式のものも出ておりますから自動化出来ないことはあ
りませんが，そこ迄する要は今のところこの装羅についてはないと思えます。
聴取者数についても現在 18席ですので，9チャンネルのソースを 18人迄しか
聴けないわけですが，場所と予算さえあればいくらでも増すことが出来ます。
紀要第5号の演奏装箇 C1)を書いた時，大体の設計としてヘッドホンをダイ
ナミック型の予定で書いたのですが，費用との関係で私の目標としていたオール ・
コンデ‘ノサー型にすることが出来たわけですが， もちろん設計，製作すべて視聴覚
係によるものですので各部品などの費用のみで済みましたo
これらの装蓋にしても “これが最高 "とはいえませんし， もしかりに最高であ
ったとしても何日問 ？と思えるほどオーディオの世界も進歩しておりますが，オー
ディオの場合，最終的には人の耳によるものであって，測定器で聞くのではない，
ともいえますし，‘‘オー ディオは男子一生の仕事”という言葉もうなずけるような
気がします。これからもこれらの装置を “よりよい音＂にするための追求を続けた
いと思っております。 （本館視聴虹毀料係）
-211 -
